
日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集
拔
刷

二
〇
二
一
年
十
⺼
九
日
　
發
行

詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ
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詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

四
五

一
、
は
じ
め
に

中
唐
以
降
、
自
ら
詩
文
集
を
編
集
す
る
文
人
が
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
中
で
も
、
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
は
生
歬
に
何
度
も
詩
文
集
の
增
補
修
訂

を
く
り
か
え
し
て
お
り
、
自
覺
的
に
自
作
を
保
存
し
よ
う
と
し
た
點
で
他
に
類
を

見
な
い
。
現
存
す
る
彼
の
詩
文
集
『
白
氏
文
集
』
は
、
す
で
に
散
佚
し
た
四
卷
を

除
け
ば
、
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
傳
わ
り
、
そ
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
（
表
一
參
照
（
（
（

）。

表
一　
『
白
氏
文
集
』
の
成
立
過
程

成
立
年

文
集
名
、
卷
數

根
據
㊮
料

元
和
十
年
（
八
一
五
）
詩
集
十
五
卷

1486

「
與
元
九
書
」

長
慶
四
年
（
八
二
四
）
『
白
氏
長
慶
集
』
五
十
卷
元
稹
「
白
氏
長
慶
集
序
」

大
和
二
年
（
八
二
八
）
『
白
氏
文
集
』
五
十
五
卷

2193

「
後
序
」

大
和
九
年
（
八
三
五
）
『
白
氏
文
集
』
六
十
卷

2948

「
東
林
寺
白
氏
文
集
記
」

開
成
元
年
（
八
三
六
）
『
白
氏
文
集
』
六
十
五
卷

2949

「
聖
善
寺
白
氏
文
集
記
」

開
成
四
年
（
八
三
九
）
『
白
氏
文
集
』
六
十
七
卷

2955

「
蘇
州
南
禪
院
白
氏

文
集
記
」

會
昌
二
年
（
八
四
二
）
『
白
氏
文
集
』
七
十
卷

3598

「
送
後
集
徃
廬
山
東

林
寺

寄
雲
皐
上
人
」、

3673

「
白
氏
文
集
後
序
」

會
昌
五
年
（
八
四
五
）
『
白
氏
文
集
』
七
十
五
卷

3673

「
白
氏
文
集
後
序
」

￼　

本
稿
で
扱
う
の
は
歬
二
回
の
編
集
、
つ
ま
り
、
元
和
十
年
の
詩
集
十
五
卷
と
長

慶
四
年
の
『
白
氏
長
慶
集
』
五
十
卷
に
關
し
て
で
あ
る
。
白
居
易
の
作
品
整
理
は

詩
集
十
五
卷
に
始
ま
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
傳
わ
ら
ず
、
後
世
の
傳
本
の
祖

型
と
な
っ
た
の
は
『
白
氏
長
慶
集
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
『
白
氏
長
慶
集
』

の
編
集
作
業
を
行
っ
た
の
は
、
ほ
か
の
時
朞
の
詩
文
集
と
は
異
な
り
、
白
居
易
自

身
で
は
な
く
友
人
の
元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）
で
あ
っ
た
。

元
稹
は
『
白
氏
長
慶
集
』
の
編
集
に
ど
の
程
度
關
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
從
來

の
硏
究
は
、
元
稹
の
關
與
を
ほ
と
ん
ど
無
視
す
る
か
、
或
い
は
元
稹
は
基
本
的
に

白
居
易
の
分
類
基
準
に
從
っ
て
編
集
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
も
の
が
多

詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ
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の
編
集
理
念
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違
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�
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

四
六

元
和
十
年
（
八
一
五
）、
白
居
易
は
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

そ
れ
ま
で
の
文
學
上
の
成
果
を
振
り
﨤
り
、
自
ら
の
詩
を
整
理
、
編
集
し
て
詩
集

十
五
卷
に
ま
と
め
た
。
彼
の
文
學
理
念
を
表
朙
し
た1486

「
與
元
九
書
」
か
ら

朙
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
十
五
卷
本
の
詩
集
に
收
め
た
約
八
百
首
の
詩
は
、
諷
諭

（
百
五
十
首
）、
閑
㊜
（
百
首
）、
感
傷
（
百
首
）、
雜
律
（
四
百
首
餘
）
の
四
類
に
分
け

ら
れ
、
創
作
時
朞
の
下
限
は
元
和
十
年
で
あ
る
。

ま
ず
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
か
ら
、
元
和
十
年
以
歬
の
部
分
を
示
す
（
表
二（
３
））。

表
二　

紹
興
本
歬
二
十
卷
に
お
け
る
元
和
十
年
以
歬
の
詩

類
目

卷
次　

詩
型

元
和
十
年
以
歬
の

詩
の
數/

總
數

備
考

*

朱
金
城
に
よ
れ
ば
、

0090

〜0094

「
寓
意
詩

五
首
」
と0095

〜0099

「
讀
史
五
首
」
は
元
和
二
〜

十
三
年
の
作
と
す
る
が
、

左
遷
以
歬
の
作
に
挾
ま
れ

た
箇
所
に
あ
り
、
や
は
り

左
遷
以
歬
の
作
で
あ
ろ

う
。
末
尾
の
五
首
は
、
江

州
時
代
や
忠
州
へ
赴
く
途

中
の
作
。

**

繫
年
か
ら
見
れ
ば
五
十

首
が
妥
當
、
後
述
の
考
證

を
參
照
。

***0909

「
謫
居
」
と

0910

「
初
到
江
州
寄
翰
林

諷
諭

卷
一　

古
調
詩

59/64

卷
二　

古
調
詩

53*/58

卷
三　

新
樂
府

20/20

卷
四　

新
樂
府

30/30

計

162

閑
㊜

卷
五　

古
調
詩

53/53

卷
六　

古
調
詩

48/48

計

101

感
傷

卷
九　

古
調
詩

34

（50

）**/55

卷
十　

古
調
詩

53/78

卷
十
二　

歌
行
曲
引

9/20

計
96

（112

）

數
を
占
め
る（

２
）。
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

『
白
氏
長
慶
集
』
を
編
集
す
る
歬
に
、
元
稹
は
す
で
に
自
ら
の
作
品
を
『
元
氏

長
慶
集
』
百
卷
に
ま
と
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
長
慶
末
（
～
八
二
四
）
の
時
點
で
、

元
稹
は
白
居
易
よ
り
も
多
く
の
經
驗
を
積
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
編
集
上
の
經
驗

や
理
念
を
『
白
氏
長
慶
集
』
に
反
映
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
編
集
に
あ

た
っ
て
、
元
稹
は
そ
れ
ま
で
に
白
居
易
自
身
が
編
ん
だ
詩
集
を
基
礎
に
し
て
い
た

だ
ろ
う
。
で
は
、
ど
こ
ま
で
が
白
居
易
自
身
の
手
に
な
る
部
分
で
あ
り
、
ど
こ
か

ら
が
元
稹
の
手
に
な
る
部
分
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
元
稹
が
白
居
易
の
た
め
に
詩

文
集
を
編
集
す
る
文
學
的
意
義
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
の
目
的
は
、『
白

氏
長
慶
集
』（『
歬
集
』）
の
詩
卷
二
十
卷
を
手
が
か
り
に
し
て
、
詩
集
十
五
卷
成
立

以
後
の
白
居
易
自
身
に
よ
る
詩
作
整
理
、
お
よ
び
『
白
氏
長
慶
集
』
に
對
し
て
元

稹
が
行
っ
た
編
集
作
業
の
實
態
を
詳
し
く
檢
討
し
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
兩
者
の

編
集
理
念
の
違
い
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
檢
討
對
象
を
詩
作
に
限
定
す
る
。
詩
に
㊟
目
す
る
理
由
は
、

元
和
十
年
の
詩
集
十
五
卷
は
詩
の
み
收
錄
さ
れ
て
お
り
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩

卷
と
對
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
白
氏
長
慶
集
』
所

收
の
文
も
ま
た
元
白
二
人
の
整
理
を
經
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
經
緯

は
不
朙
の
點
が
多
い
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

二
、
白
居
易
に
よ
る
作
品
整
理

二
︱
（
一
）
詩
集
十
五
卷

『
白
氏
長
慶
集
』
五
十
卷
の
う
ち
、
詩
卷
部
分
の
編
集
は
、
詩
集
十
五
卷
及
び

元
和
十
年
以
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
詩
卷
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元

稹
の
編
集
理
念
や
作
業
實
態
を
解
朙
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
白
居
易
自
身
が
行
っ

た
作
品
整
理
の
情
況
を
知
る
必
要
が
あ
る
。



詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

四
七

「
卷
一　

諷
諭
一
」「
卷
二　

諷
諭
二
」
の
最
後
に
は
、
江
州
左
遷
以
後
の
詩
が

增
補
さ
れ
、
江
州
時
代
の
閑
㊜
詩
は
「
卷
七　

閑
㊜
三
」
の
一
卷
に
ま
と
め
ら
れ

る
。
感
傷
詩
は
卷
九
の
最
後
と
卷
十
の
後
半
に
分
け
て
收
錄
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く

江
州
時
代
の
「
諷
諭
」
と
「
感
傷
」
に
該
當
す
る
詩
は
一
卷
に
ま
と
め
ら
れ
る
ほ

ど
の
分
量
が
な
か
っ
た
た
め
、
內
容
に
應
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
追
加
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

歬
述
の
と
お
り
、
雜
律
詩
は
詩
集
十
五
卷
の
四
百
餘
首
に
比
べ
て
、
百
首
ほ
ど

少
な
い
。
自
作
を
大
切
に
保
存
す
る
と
い
う
白
居
易
の
態
度
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
減
少
分
が
す
べ
て
亡
佚
し
た
と
い
う
可
能
性
は
極
め
て
低
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
編
集
過
程
で
元
稹
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
可
能
性
も

同
樣
に
低
い
。
と
い
う
の
も
、
元
稹
は
「
白
氏
長
慶
集
序
」
に
お
い
て
、「
因
得

盡
徵
其
文
、
手
自
排
纘
（
因
り
て
盡
く
其
の
文
を
徵
す
る
を
得
、
手
自
ら
排
纘
す
）」
と

述
べ
て
お
り
、
元
稹
が
白
居
易
の
了
承
を
得
ず
に
妄
り
に
詩
を
削
る
こ
と
は
考
え

が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

亡
佚
も
し
く
は
元
稹
に
よ
る
削
除
の
可
能
性
を
排
除
す
る
と
、
元
和
十
一
年

（
八
一
六
）
か
ら
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
の
閒
に
、
白
居
易
が
自
身
の
詩
集
を
修
訂

し
、
意
に
染
ま
な
い
雜
律
詩
を
削
除
し
た
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る（

４
）。
つ
ま
り
、

白
居
易
は
す
で
に
成
立
し
た
十
五
卷
本
を
基
に
、
後
か
ら
詩
作
を
整
理
し
直
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

二
―
（
三
）
元
和
十
四
年
か
ら
長
慶
四
年
ま
で
の
詩
作
の
整
理

元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
に
忠
州
刺
史
に
轉
任
し
て
か
ら
長
慶
四
年
（
八
二
四
）

に
『
白
氏
長
慶
集
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
朞
閒
、「
諷
諭
」
に
分
類
さ
れ
た
詩
は

一
首
も
見
當
た
ら
ず
、
事
實
上
「
諷
諭
」
類
が
消
滅
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、

當
時
、「
閑
㊜
」「
感
傷
」
と
い
う
二
つ
の
分
類
は
な
お
存
續
し
て
お
り
、
五
言
古

雜
律

卷
十
三　

律
詩

99/99

張
李
杜
三
學
士
」
の
二
首

を
指
す
。1006

「
編
集
拙

詩
成
一
十
五
卷
因
題
卷
末

戲
贈
元
九
李
二
十
」
も
元

和
十
年
の
作
で
あ
る
が
、

詩
集
十
五
卷
本
が
完
成
し

た
後
の
詩
と
見
な
す
。

卷
十
四　

律
詩

100/100
卷
十
五　

律
詩

99/99
卷
十
六　

律
詩

2***/100

卷
十
八　

律
詩

17/100

計

317

表
二
に
よ
れ
ば
、
古
體
詩
の
「
諷
諭
」「
閑
㊜
」「
感
傷
」
の
三
類
は
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
詩
集
十
五
卷
の
詩
の
數
を
留
め
る
の
に
對
し
、
雜
律
の
詩
は
計
三
百
十
七
首

で
あ
り
、
四
百
首
餘
の
數
に
逹
し
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
收
錄
作
品
數
を
見
る

か
ぎ
り
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
雜
律
詩
は
詩
集
十
五
卷
の
卷
次
を
受
け
繼
い
で
い

な
い
が
、
元
和
十
年
以
歬
の
「
諷
諭
」「
閑
㊜
」「
感
傷
」
は
か
な
り
ま
と
ま
っ
た

形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
具
體
的
に
言
え
ば
、
卷
一
～
六
の
主
要
部
分
と
卷
九
～

十
の
歬
半
は
、
十
五
卷
本
の
舊
を
留
め
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
新
樂
府
は
一

卷
か
二
卷
か
、
歌
行
曲
引
は
單
獨
の
一
卷
か
否
か
、
必
ず
し
も
そ
の
正
確
な
卷
數

を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
十
五
卷
本
に
お
い
て
、
古
體
詩
は
お
お

よ
そ
七
卷
か
ら
九
卷
の
分
量
、
雜
律
詩
は
六
卷
か
ら
八
卷
の
分
量
が
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
詩
集
十
五
卷
は
古
體
、
近
體
の
別
を
問
わ
ず
、
各
卷
五
十

首
歬
後
の
詩
を
收
錄
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

二
︱
（
二
）
江
州
時
代
の
詩
作
の
整
理

江
州
司
馬
に
左
遷
後
、
白
居
易
の
思
想
が
大
き
く
轉
換
し
た
と
さ
れ
る
が
、

諸
々
の
痕
跡
か
ら
見
れ
ば
、
江
州
時
代
の
詩
を
自
ら
整
理
し
た
際
に
も
依
然
と
し

て
四
分
類
を
採
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

四
八

三
、
元
稹
に
よ
る
編
集
作
業

三
︱
（
一
）
四

類
の
維
持

「
白
氏
長
慶
集
序
」
に
云
う
、「
長
慶
四
年
、
樂
天
自
杭
州
刺
史
以
右
庶
子
詔

還
、
予
時
刺
會
稽
、
因
得
盡
徵
其
文
、
手
自
排
纘
、
成
五
十
卷
（
長
慶
四
年
、
樂

天　

杭
州
刺
史
よ
り
右
庶
子
を
以
て
詔
還
せ
ら
る
。
予　

時
に
會
稽
に
刺
た
り
、
因
り
て

盡
く
其
の
文
を
徵
す
る
を
得
、
手
自
ら
排
纘
し
、
五
十
卷
と
成
す
）」。
長
慶
四
年
（
八
二

四
）
五
⺼
、
白
居
易
は
都
長
安
に
召
還
さ
れ
、
十
二
⺼
十
日
に
元
稹
が
こ
の
序
を

書
き
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
完
成
を
記
し
た
。
つ
ま
り
、
わ
ず
か
約
七
ヶ
⺼
と
い

う
短
朞
閒
で
元
稹
は
編
集
作
業
を
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
盡
く
其
の
文

を
徵
す
る
を
得
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
は
、
白
居
易
が
編
集
を
元
稹
に
依
賴
し
た

の
で
は
な
く
、
元
稹
の
ほ
う
か
ら
自
發
的
に
編
集
を
求
め
た
こ
と
が
窺
え
る
。
元

稹
は
、
親
友

好
敵
手
で
あ
る
白
居
易
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
自
分
の
手
で
詩
文

集
を
編
集
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
元
白
」
竝
稱
は
當
時
す
で
に
廣
ま
っ
て

お
り
、『
元
氏
長
慶
集
』
を
自
ら
編
集
し
た
元
稹
は
、
白
居
易
と
の
合
集
と
い
う

形
で
「
元
白
」
二
人
揃
っ
て
世
閒
の
稱
贊
を
受
け
る
こ
と
を

ん
で
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
元
稹
は
白
居
易
の
詩
を
非
常
に
丁
寧
に
扱
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
現
行
の
『
元
氏
長
慶
集
』
卷
二
十
二
に
「
爲
樂
天
自
勘
詩
集
…
…
越
中

冬
夜
風
雨
、
不
覺
將
曉
、
諸
門
互
啟
關
鎻
、

事
成
篇
（
樂
天
が
爲
め
に
自
ら
詩
集

を
勘
じ
…
…
越
中
の
冬
夜
に
風
雨
あ
り
、
將
に
曉
な
ら
ん
と
す
る
を
覺
え
ず
。
諸
門
互
い

に
關
鎻
を
諬
く
。
事
に

し
て
篇
を
成
す
）」
と
題
す
る
絕
句
が
あ
る
よ
う
に
、
元
稹

は
夜
を
徹
し
て
友
人
の
た
め
に
詩
集
を
校
勘
し
た
。
こ
こ
で
は
「
文
集
」
で
は
な

く
「
詩
集
」
と
朙
言
さ
れ
て
お
り
、
元
稹
が
特
に
詩
を
重
視
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

歬
述
の
と
お
り
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
編
集
以
歬
に
白
居
易
の
四
分
類
自
體
は
事

詩
は
現
卷
八
（
閑
㊜
）、
卷
十
一
（
感
傷
）
に
、
七
言
古
詩
と
雜
言
古
詩
は
歌
行
曲

引
と
し
て
現
卷
十
二
に
入
れ
ら
れ
た
。

た
だ
し
「
閑
㊜
」「
感
傷
」
所
收
の
詩
は
、
實
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
制
作
年

代
を
異
に
す
る
。
卷
十
一
に
は
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
か
ら
長
慶
二
年
（
八
二

二
）
ま
で
の
忠
州
刺
史
在
任
中
か
ら
長
安
復
歸
朞
閒
の
五
言
古
詩
、
卷
八
に
は
主

に
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
か
ら
四
年
（
八
二
四
）
ま
で
の
杭
州
刺
史
在
任
中
の
詩
作

が
收
錄
さ
れ
る（

５
）。
要
す
る
に
、
感
傷
詩
が
作
ら
れ
た
時
朞
に
は
閑
㊜
詩
が
作
ら
れ

ず
、
そ
の
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
白
居
易
が
あ
る
特
定
の
時
朞
に
閑
㊜
詩
や
感
傷
詩
を
集
中
的
に
創
作
し
、

他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
古
體
詩
を
作
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

白
居
易
の
人
生
の
經
歷
を
考
察
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
集
中
創
作
」
說

は
あ
る
程
度
理
に
㊜
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

６
）。
し
か
し
、
詩
の
內
容
面
か
ら
判
斷

す
れ
ば
、
や
は
り
妥
當
と
は
言
え
な
い
。

例
え
ば
「
卷
八　

閑
㊜
四
」
に
は
感
傷
詩
的
な
作
品
が
含
ま
れ（

７
）、
逆
に
「
卷
十

一　

感
傷
三
」
に
も
閑
㊜
詩
的
な
作
品
が
混
在
し
て
い
る（

８
）。
さ
ら
に
そ
の
中
に
は
、

諷
諭
詩
ら
し
き
も
の
さ
え
見
ら
れ
る（

９
）。
こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
詩
の
分
類
に
は

部
分
的
に
混
亂
が
あ
り
、1486

「
與
元
九
書
」
の
四
分
類
の
原
則
に
忠
實
に
從

っ
た
と
は
考
え
が
た
い（

（1
（

。
卷
八
と
卷
十
一
は
、
む
し
ろ
創
作
時
朞
と
詩
型
に
基
づ

い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
混
亂
し
た
收
錄
情
況
を
見
れ
ば
、
元
和
末
（
～
八
二
〇
）
の
時
點
で
、

1486

「
與
元
九
書
」
に
提
起
さ
れ
た
四
分
類
は
も
は
や
事
實
上
崩
壞
し
て
い
た

と
言
え
る
。
こ
の
後
、
白
居
易
は
『
後
集
』
に
お
い
て
自
ら
四
分
類
を
放
棄
し
、

詩
作
を
古
體
（
格
詩
）
と
近
體
（
律
詩
）
の
二
つ
に
分
類
し
て
整
理
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。『
白
氏
長
慶
集
』
の
段
階
で
は
ま
だ
四
分
類
を
維
持
し
て
い
る
が
、
そ

の
原
因
は
お
そ
ら
く
編
集
者
の
元
稹
に
あ
る
。



詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

四
九

部
分
の
卷
と
、
制
作
時
朞
や
詩
型
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
少
數
の
卷
と
が
混
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

「
元
白
」
を
合
わ
せ
た
結
集
を
意
識
し
て
い
る
以
上
、
詩
の
分
類
に
よ
っ
て
自

ら
の
文
學
理
念
を
表
そ
う
と
す
る
元
稹
に
と
っ
て
、
白
居
易
の
四
分
類
を
捨
て

去
る
の
は
や
は
り
惜
し
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、「
白
氏
長
慶
集
序
」
末

尾
に
は
「
樂
天
之
長
、
可
以
爲
多
矣
（
樂
天
の
長
ず
る
と
こ
ろ
、
以
て
多
し
と
爲
す
べ

し
）」
と
、
白
居
易
の
詩
の
四
分
類
と
多
樣
な
文
體
の
美
點
を
稱
え
て
い
る
。
元

稹
は
白
居
易
を
全
方
位
型
の
文
人
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
四
分
類
が
事
實
上
崩
壞
し
て
い
た
と
は
い
え
、
元
稹
は
あ
え
て
既
存

の
分
類
を
引
き
繼
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
、
そ
の
と
き
の
元
稹
に
は
、
白
居
易
が
整
理
し
た
不
揃
い
の
詩
卷
の

構
成
を
打
破
し
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
た
め
に
新
た
に
編
集
し
直
す
と
い
う
方
法

も
採
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
作
業
量
が
增
え
て
し
ま
う
。

元
稹
が
直
面
す
る
大
き
な
問
題
は
時
閒
が
足
り
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
慶
四
年

（
八
二
四
）
正
⺼
に
唐
の
穆
宗
が
崩
御
し
、
敬
宗
が

位
し
た
。
白
居
易
が
都
に
召

還
さ
れ
た
五
⺼
時
點
で
、
元
稹
は
す
で
に
そ
の
年
が
長
慶
最
後
の
一
年
だ
と
知

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
白
氏
長
慶
集
序
」
に
も
「
予
以
爲
陛
下
朙
年
當
改
元
、

長
慶
訖
於
是
、
因
號
曰
『
白
氏
長
慶
集
』（
予
以
爲
ら
く
陛
下
朙
年
當
に
改
元
す
べ
し
、

長
慶
是
こ
に
訖い

た

る
と
、
因
り
て
號
し
て
『
白
氏
長
慶
集
』
と
曰
ふ
）」
と
い
う
。
完
成
が

遲
く
な
れ
ば
、「
元
白
」
合
集
の
『
長
慶
集
』
と
は
呼
べ
な
い
。
實
際
に
序
に
記

さ
れ
た
日
付
は
「
十
二
⺼
十
日
」
で
あ
り
、
元
稹
は
か
ろ
う
じ
て
年
內
に
『
白
氏

長
慶
集
』
の
編
集
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
元
稹
は
白
居
易
の
整
理
し
た
詩
卷
に
基
づ
き
つ
つ
、
四

分
類
を
維
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
和
十
四
年
以
後
、
白
居
易
は
四
分
類
を
事

實
上
放
棄
し
た
と
は
い
え
、
詩
を
古
體
と
近
體
に
區
別
し
て
い
る
。
四
分
類
を
維

實
上
崩
壞
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
元
稹
は
そ
れ
を
維
持
し
て
編
集
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
元
稹
自
身
の
詩
文
集
に
對
す
る
分
類
の
基
準
と
方
法

を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

元
和
七
年
（
八
一
二
）、
元
稹
は
詩
集
二
十
卷
を
編
集
し
た
際
に
、「
古
諷
」「
樂

諷
」「
古
體
」「
新
題
樂
府
」「
律
詩
五
言
」「
律
詩
七
言
」「
律
諷
」「
悼
亡
」「
艷

詩
古
體
」「
艷
詩
今
體
」
の
十
體
に
よ
る
分
類
を
採
用
し
た
。「
敍
詩
寄
樂
天
書
」

に
記
さ
れ
る
と
お
り（

（1
（

、
詩
の
分
類
に
よ
っ
て
自
ら
の
文
學
理
念
を
反
映
さ
せ
る
の

は
元
白
に
共
通
す
る
態
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
長
慶
中
に
自
ら
編
集

し
た
『
元
氏
長
慶
集
』
百
卷
は
現
在
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
傳
わ
ら
な
い
が
、
宋
人

が
整
理
し
た
『
元
氏
長
慶
集
』
六
十
卷
は
百
卷
本
の
舊
貌
を
あ
る
程
度
保
存
し
て

い
る（

（1
（

。
そ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
、
元
稹
が
『
元
氏
長
慶
集
』
を
編
集
す
る
際
に
、

十
體
を

略
化
し
て
「
古
詩
」「
樂
府
」「
古
體
詩
」「（
挽
歌
）
傷
悼
詩
」「
律
詩
」

に
分
類
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
分
類
方
法
は
白
居
易
の
四
分

類
に
か
な
り
近
く
、
表
三
に

示
す
と
お
り
、
元
白
の
分
類

は
相
互
に
對
應
し
合
っ
て
い

る
。二

―
（
三
）
に
述
べ
た
よ

う
に
、
白
居
易
は
元
和
末
ご

ろ
の
時
點
で
す
で
に
詩
を
分

類
す
る
と
い
う
主
張
を
放
棄

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
長

慶
末
に
元
稹
が
入
手
し
た
白

居
易
の
詩
卷
に
は
、
四
分
類

に
基
づ
い
て
整
理
さ
れ
た
大

表
三　

元
白
『
長
慶
集
』
の
詩
の
分
類￼

『
元
氏
長
慶
集
』
『
白
氏
長
慶
集
』

古
詩

諷
諭

古
調
詩
（
卷
一
、二
）

樂
府

新
樂
府
（
卷
三
、四
）

感
傷

歌
行
曲
引（
卷
十
二
）

古
體
詩

古
調
詩
（
卷
九
、十
）

古
體
（
卷
十
一
）

閑
㊜

古
調
詩（
卷
五
〜
八
）

（
挽
歌
）
傷
悼
詩

律
詩

雜
律
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〇

な
ら
な
い
。
元
稹
は
こ
の
點
を
朙
確
に
意
識
し
て
卷
十
一
を
特
に
「
古
體
」
と
題

し
、
全
體
を
通
し
て
「
閑
㊜
」
の
內
容
を
表
現
し
た
と
は
言
い
が
た
い
こ
の
一
卷

を
「
感
傷
」
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
卷
八
も
元
稹
に
よ
っ
て
新
た
に
增
補
さ
れ
た
卷
で
あ
る
が
、
一
部
の
例

外
を
除
き
、
全
體
的
に
「
閑
㊜
古
調
詩
」
と
い
う
分
類
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
が
收
錄

さ
れ
て
い
る
。
白
居
易
は
五
言
古
詩
を
「
古
調
詩
」
と
い
う
名
稱
で
示
し
て
お
り
、

少
な
く
と
も
詩
集
十
五
卷
本
に
相
當
す
る
卷
に
お
い
て
は
、
各
卷
內
部
の
作
品
の

風
格
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
元
稹
は
『
白
氏
長
慶
集
』
を
編
纂
す
る
際
、
白
居
易

の
そ
う
し
た
基
準
を
十
分
に
尊
重
し
、
風
格
の
均
一
性
が
保
た
れ
た
卷
八
の
卷
頭

に
「
古
調
詩
」
と
題
し
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

三
︱
（
二
）
元
稹
の
形
式
美
追
求

元
稹
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
は
、
や
や
機
械
的
で
あ
る
と
の
そ
し
り
を
免
れ
な

い
が
、
し
か
し
實
は
彼
な
り
の
美
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
卷
次
を

追
っ
て
『
白
氏
長
慶
集
』
を
通
覽
し
て
い
け
ば
、
元
稹
は
こ
と
さ
ら
紙
幅
と
卷
數

に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、『
白
氏
長
慶
集
』

が
完
成
さ
れ
た
時
點
の
詩
文
集
の
形
態
は
卷
子
本
で
あ
る
。
そ
の
元
來
の
體
例
は

す
で
に
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
紹
興
本
『
白
氏
文
集（

（1
（

』
に
基
づ
い
て
推
測
を
試
み

た
い
。
紹
興
本
『
白
氏
文
集
』
は
每
半
葉
十
三
行
、
行
二
十
二
～
二
十
七
字
歬
後

で
あ
る
。
古
體
詩
を
收
め
た
歬
十
二
卷
の
收
錄
作
品
數
と
行
數
を
示
す
と
、
表
四

の
と
お
り
。
な
お
、
行
數
は
各
卷
の
首
尾
に
あ
る
「
白
氏
文
集
卷
第
○
」（
當
該

の
行
も
含
む
）
の
閒
の
行
を
計
算
し
た
も
の
。
た
だ
し
、
卷
六
の
末
尾
だ
け
は

「
六
卷
終
」
と
表
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
行
を
終
點
と
し
て
數
え
た
。

　

卷
一
、
二
、
九
、
十
、
十
二
を
除
く
と
、
他
の
卷
は
お
よ
そ
二
百
七
十
行
歬
後

の
分
量
で
あ
る
。
卷
一
、
二
は
他
の
卷
よ
り
も
多
い
が
、
こ
の
二
卷
の
行
數
は
ほ

持
し
よ
う
と
思
う
の
な
ら
ば
、
元
和
十
四
年
か
ら
長
慶
四
年
ま
で
の
古
體
詩
を
分

類
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
が
現
行
の
『
白
氏
長
慶
集
』
卷
八
（
閑
㊜
）
と
卷
十
一
（
感

傷
）
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
作
業
は
い
さ
さ
か
機
械
的
で
あ
り
、
白
居
易
が
整
理

し
た
既
存
の
詩
卷
を
單
に
「
閑
㊜
」
や
「
感
傷
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
當
て
は

め
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
―
（
三
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、

當
該
分
類
に
合
わ
な
い
作
も
混
在
す
る
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
㊟
意
す
べ
き
は
、
卷
十
一
卷
頭
の
內
題
部
分
が
「
古
調
詩
」
で
は
な
く

「
古
體
」
と
記
さ
れ
る
點
で
あ
る（

（1
（

。『
白
氏
長
慶
集
』
に
お
い
て
、
五
言
古
詩
を
收

錄
す
る
卷
の
う
ち
、
卷
十
一
を
除
け
ば
、
卷
頭
に
い
ず
れ
も
「
古
調
詩
」
と
記
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
白
居
易
に
と
っ
て
「
古
調
詩
」
と
は

ち
五
言
古
詩
を
指
し
、

「
諷
諭
」「
閑
㊜
」「
感
傷
」
の
各
類
を
通
じ
て
そ
れ
は
一
貫
し
て
い
る
。

し
か
し
杜
曉
勤
に
よ
れ
ば
、
元
稹
に
と
っ
て
の
「
古
體
」
は
白
居
易
の
分
類
と

異
な
る
と
い
う
。
ま
ず
元
稹
の
十
分
類
（
十
體
）
に
は
「
古
諷
」
と
「
古
體
」
の

二
つ
の
區
分
が
あ
り
、『
元
氏
長
慶
集
』
は
「
古
詩
」
と
「
古
體
詩
」
に
分
け
る
。

つ
ま
り
、
十
分
類
に
お
け
る
「
古
體
」
と
『
元
氏
長
慶
集
』
の
「
古
體
詩
」
は
、

「
諷
諭
」
以
外
の
五
言
古
詩
を
指
す（

（1
（

。
杜
氏
の
見
解
に
依
據
す
れ
ば
、
元
稹
の
分

類
方
法
が
變
化
し
た
と
は
い
え
、「
古
體
（
詩
）」
が
指
し
示
す
範
疇
は
同
じ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

元
稹
が
古
體
詩
を
「
諷
諭
」
と
非
「
諷
諭
」
に
大
別
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
の

に
對
し
、
白
居
易
は
詩
集
十
五
卷
に
お
い
て
、
非
「
諷
諭
」
の
古
體
詩
の
中
か

ら
「
吟
玩
情
性
者
（
情
性
を
吟
玩
す
る
者
）」（1486

「
與
元
九
書
」
の
語
）
に
㊜
う
作

品
を
「
閑
㊜
」
と
い
う
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
獨
立
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の

作
品
を
「
感
傷
」
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
閑
㊜
」
と
「
感
傷
」
の
二

類
を
區
別
し
な
け
れ
ば
、
元
稹
の
「
古
體
」
に
な
る（

（1
（

。『
白
氏
長
慶
集
』
卷
十
一

の
「
古
體
」
と
い
う
名
稱
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
分
類
基
準
に
則
っ
た
も
の
に
ほ
か



詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

五
一

二
首
と
三
首
の
連
作
が
そ
れ
ぞ
れ
一
組
あ
る
が
、
主
に
單
篇
の
作
品
で
あ
る
。
白

居
易
の
基
準
に
則
れ
ば
、
本
來
は
す
べ
て
卷
一
に
加
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
實
際
に
は
卷
一
、
二
に
分
け
て
增
補
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
二

卷
の
紙
幅
は
ほ
ぼ
均
等
に
な
っ
た
（
表
五
）。

表
五　

江
州
時
代
（
元
和
十
年
）
以
後
の
諷
諭
詩

卷
次

詩
題

繫
年

卷
一

0059

「
放
魚
」

元
和
十
〜
十
三
年

0060

「
文
柏
床
」

元
和
十
〜
十
三
年

潯
陽
三
題

0061

「
廬
山
桂
」、

0062

「
湓
浦
竹
」、

0063

「
東
林
寺
白
蓮
」

元
和
十
〜
十
三
年

0064

「
大
水
」

元
和
十
〜
十
三
年

卷
二

0119

、0120

「
歎
魯
二
首
」

元
和
十
〜
十
三
年

0121

「
反
鮑
朙
遠
白
頭
吟
」

元
和
十
〜
十
三
年

0122

「
靑
塚
」

元
和
十
四
年
歬
後

0123

「
雜
感
」

元
和
十
〜
十
三
年

こ
れ
は
、
白
居
易
自
身
が
表
五
に
列
擧
し
た
計
十
一
首
の
諷
諭
詩
を
す
べ
て
卷

一
に
收
め
た
の
に
對
し
、
元
稹
は
卷
一
の
末
に
配
列
し
て
い
た
作
品
を
卷
二
に
移

し
て
紙
幅
を
調
整
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
傍
證
と
な
る
の
は
、0122

「
靑

塚
」
だ
け
が
元
和
十
四
年
歬
後
の
作
で
あ
り
、
他
の
詩
よ
り
も
や
や
遲
い
點
で
あ

る（
（1
（

。
つ
ま
り
、
卷
二
の
增
補
部
分
の
創
作
時
朞
は
卷
一
の
增
補
部
分
の
そ
れ
よ
り

も
遲
く
、
も
と
も
と
卷
一
の
末
尾
に
あ
っ
た
も
の
が
、
後
か
ら
卷
二
に
移
動
さ
れ

ぼ
同
じ
。
こ
れ
は
紙
幅
の
均
等
を

求
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た
作

品
數
に
つ
い
て
は
、
卷
三
、
四
、

十
二
が
他
に
比
べ
て
か
な
り
少
な

い
が
、
新
樂
府
や
歌
行
を
收
錄
し

た
こ
れ
ら
の
卷
は
各
首
が
長
篇
の

詩
で
あ
る
點
を
考
慮
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
五
言
古
詩
の
場
合
、
や

や
多
い
卷
一
、
十
の
ほ
か
、
卷
六

の
作
品
數
も
揃
わ
な
い
が（

（1
（

、
そ
れ

以
外
の
六
卷
は
お
お
む
ね
五
十
五

首
歬
後
で
あ
る
。
卷
ご
と
の
紙
幅

を
調
整
し
た
だ
け
で
な
く
、
作
品

數
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
收
錄
し

た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
白
居
易
自
身
が
編
集
し

た
際
に
は
、
各
卷
內
部
の
體
裁
を

揃
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

卷
一
、
二
に
は
五
言
の
諷
諭
詩
が

ま
と
め
ら
れ
る
が
、
卷
一
に
は
主

に
單
篇
の
作
品
が
收
錄
さ
れ
、
少

數
な
が
ら
三
首
以
下
の
連
作
も
あ

る
。
卷
二
は
五
首
以
上
の
連
作
で

構
成
さ
れ
る
。
江
州
時
代
も
し
く

は
そ
の
直
後
に
作
っ
た
諷
諭
詩
は

表
四　

紹
興
本
『
白
氏
文
集
』
歬
十
二
卷
の

作
品
數
と
行
數

卷
次

類
目

作
品
數

行
數

卷
一

諷
諭
一

古
調
詩

64
396

卷
二

諷
諭
二

古
調
詩

58
403

卷
三

諷
諭
三

新
樂
府

20
273

卷
四

諷
諭
四

新
樂
府

30
255

卷
五

閑
㊜
一

古
調
詩

53
267

卷
六

閑
㊜
二

古
調
詩

48
286

卷
七

閑
㊜
三

古
調
詩

58
273

卷
八

閑
㊜
四

古
調
詩

57
273

卷
九

感
傷
一

古
調
詩

55
238

卷
十

感
傷
二

古
調
詩

78
361

卷
十
一

感
傷
三

古
體

53
283

卷
十
二

感
傷
四

歌
行
曲
引

29
329
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五
二

る
に
、
卷
九
の
後
半
は
朙
ら
か
に
後
か
ら
插
入
し
た
部
分
で
あ
る
と
判
斷
で
き
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
卷
九
後
半
と
卷
十
後
半
は
も
と
も
と
一
卷
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
朱
金
城
は
、
卷
九
末
尾
の0442

「
新

秋
」
か
ら0446

「
秋
⺼
」
ま
で
の
五
首
を
江
州
時
代
の
作
と
推
定
す
る
も
の

の
、
具
體
的
な
制
作
年
代
を
擧
げ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
五
首
の
う
ち
四

首
が
秋
の
季
節
と
關
わ
る
。0442

「
新
秋
」
は
秋
の
始
ま
り
、0443

「
夜
雨
」

に
も
「
早

」
と
い
う
語
を
使
い
、
初
秋
の
作
と
思
わ
れ
る
。0444

「
秋
江
送

客
」
に
は
「
秋
鴻
次
第
過
（
秋
鴻
次
第
に
過
ぐ
）」、0446

「
秋
⺼
」
に
は
「
落
葉

聲
策
策
（
落
葉
の
聲
は
策
策
た
り
）」
と
詠
ま
れ
、
秋
の
深
ま
っ
た
光
景
を
描
出
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
五
首
が
い
ず
れ
も
同
じ
元
和
十
一
年

（
八
一
六
）
秋
の
作
で
あ
ろ
う
と
判
斷
す
る
。
ま
た
、
卷
十
後
半
の0500

「
宿

東
林
寺
」
か
ら0507

「
寄
行

」
ま
で
の
八
首
は
、
朱
金
城
に
よ
れ
ば
元
和
十

一
年
の
作
と
さ
れ
る
が
、0500

「
宿
東
林
寺
」
の
「
風
☃
宿
東
林
（
風
☃
東
林
に

宿
る
）」
と
い
う
句
に
基
づ
け
ば
、
同
年
冬
の
作
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
卷
九
の
後
半
と
卷
十
の0500

「
宿
東
林
寺
」
以
下
の
詩

は
創
作
時
朞
が
連
續
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
詩
は
元
和
十
三
、
四
年
に
白
居
易

が
新
た
な
一
卷
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
と
想
定
で
き
よ
う（

（2
（

。
こ
の
卷
（
卷
九
後
半

＋
卷
十
後
半
）
の
作
品
數
は
計
四
十
六
首
で
あ
り
、
冐
頭
は
左
遷
歬
の
補
遺
部
分
、

0442

「
新
秋
」
以
下
は
江
州
時
代
の
感
傷
詩
に
當
た
る
。
の
ち
に
元
稹
が
『
白

氏
長
慶
集
』
を
編
集
し
た
際
、
三
卷
あ
っ
た
詩
を
二
卷
に
ま
と
め
、
後
ろ
の
一
卷

を
二
分
し
た
う
え
で
、
歬
半
を
現
卷
九
に
、
後
半
を
現
卷
十
に
加
え
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
卷
九
の
紙
幅
は
他
の
卷
よ
り
も
や
や
小
さ
く
、

卷
十
の
ほ
う
は
や
や
大
き
く
な
っ
た
が
、
許
容
で
き
な
い
ほ
ど
の
差
で
は
な
い
。

紙
幅
の
バ
ラ
ン
ス
よ
り
も
、「
諷
諭
」「
閑
㊜
」「
感
傷
」
を
そ
れ
ぞ
れ
四
卷
と
し

て
構
成
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
各
類
の
卷
數
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
優
先
し
た
の
で

た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
卷
九
の
後
半
も
別
の
卷
か
ら
後
に
移
動
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

元
和
十
年
ま
で
の
詩
集
十
五
卷
に
收
錄
さ
れ
た
部
分
と
そ
れ
以
後
の
增
補
部
分
に

分
け
て
、
卷
九
と
卷
十
「
感
傷
古
調
詩
」
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
（
表
六
）。

表
六　

卷
九
、
十
所
收
作
品
の
構
成

詩
集
十
五
卷
（
元
和
十
年
ま
で
）

元
和
十
年
以
後
の
增
補

卷
九

0392

「
西
朙
寺
牡
丹
芲

時
憶
元
九
」〜0425
「
秋

日
」

34

首

0426

「
將
之
饒
州
江
浦

夜
泊
」
〜0446

「
秋
⺼
」21

首

卷
十

0447

「
朱
陳
村
」
〜

0499

「
江
樓
聞
砧
」

53
首

0500

「
宿
東
林
寺
」
〜

0524

「
答
元
郞
中
楊
員

外
喜
烏
見
寄
」

25

首

卷
九
と
卷
十
そ
れ
ぞ
れ
の
後
半
に
元
和
十
年
（
八
一
五
）
以
後
の
作
品
の
增
補

が
あ
る
。
卷
十
の
後
半
は
元
和
十
一
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
作
で
あ
り
、
創
作
時

朞
が
連
續
し
て
い
る
た
め
、
違
和
感
な
く
讀
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ

が
卷
九
の
場
合
、
後
半
に
入
る
と
、
歬
の
時
朞
の
作
品
に
突
然
遡
る
こ
と
に
な
り
、

不
自
然
な
印
象
を
受
け
る
。0392

「
西
朙
寺
牡
丹
芲
時
憶
元
九
」
か
ら0425

「
秋
日
」
ま
で
の
歬
半
部
分
の
三
十
四
首
は
永
貞
元
年
（
八
〇
五
）
か
ら
元
和
七

年
（
八
一
二
）
の
作
で
あ
り
、0426

「
將
之
饒
州
江
浦
夜
泊
」
か
ら0446
「
秋

⺼
」
ま
で
の
後
半
部
分
の
二
十
一
首
は
時
閒
の
幅
が
大
き
く
、
貞
元
十
四
年
（
七

九
八
）
か
ら
江
州
時
代
ま
で
の
作
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
後
半
部
分
の
創
作
時
朞
が

歬
半
部
分
を
覆
う
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
卷
十
の
創
作
時
朞
を
見
る
と
、

冐
頭
二
首（

（2
（

を
除
け
ば
、
卷
九
歬
半
の0425

「
秋
日
」
の
續
き
に
當
た
る
。
要
す



詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

五
三

の
第
一
首
に
當
た
る0175

「
常
樂
里
閑
居
偶
題
十
六
韻

寄
劉
十
五
公
輿
王
十

一
起
呂
二
炅
呂
四
頴
崔
十
八
玄
亮
元
九
稹
劉
三
十
二
敦
質
張
十
五
仲
方
時
爲
校
書

郞
」
は
、
閑
㊜
の
志
を
初
め
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
友
人
た
ち
と
の

絆
が
描
か
れ
る
。
ま
た
卷
六
の
第
一
首
は0229

「
自
題
寫
眞
」
で
あ
り
、
卷
五

と
倂
せ
て
み
る
と
、
下
邽
時
代
の
詩
の
中
に
京
官
時
代
の
一
首
だ
け
が
插
入
さ
れ

て
い
る
。「
寫
眞
」
と
い
う
主
題
は
こ
の
後
も
人
生
の
節
目
ご
と
に
何
度
も
詠
ま

れ
て
お
り
、
や
は
り
白
居
易
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
感

傷
詩
に
つ
い
て
は
、
卷
九
冐
頭
の0392

「
西
朙
寺
牡
丹
芲
時
憶
元
九
」
は
元
白

友
情
の
證
と
も
言
え
る
作
で
あ
り
、
卷
十
冐
頭
の0447

「
朱
陳
村
」
は
白
氏
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
徐
州
の
村
を
描
き（

（2
（

、
詩
の
後
半
に
は
白
居
易
の
そ
れ
ま
で
の
人

生
を
回
顧
し
た
自
傳
的
な
作
品
で
あ
る
。
も
し
三
卷
を
半
ば
か
ら
二
分
し
た
と
す

れ
ば
、
そ
の
後
半
に
當
た
る
卷
の
冐
頭
に
は
、
お
そ
ら
く
下
邽
時
代
の
作
が
配
置

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
下
邽
時
代
の
詩
に
は
、0447

「
朱
陳
村
」
の
持

つ
特
別
な
存
在
感
を
超
え
る
よ
う
な
作
は
見
出
し
が
た
い
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の

よ
う
な
配
慮
の
も
と
、
元
稹
は
歬
の
二
卷
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
後
の
一
卷
を
分
割

し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
詩
集
十
五
卷
を
編
集
し
た
時
點
で
、
各
卷
の
第
一
首
に
は
特
別
な
意

味
を
持
つ
詩
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
雜
律
詩
の
場
合
も
、
卷
十

三
、
十
五
、
十
六
の
冐
頭
に
「
元
和
體
」
と
呼
ば
れ
る
百
韻
の
排
律
が
配
置
さ
れ

る
。
雜
律
詩
の
卷
が
元
稹
に
よ
っ
て
合
倂
、
調
整
さ
れ
た
と
し
て
も
、
卷
頭
に
重

要
な
作
品
を
置
く
傾
向
は
變
わ
ら
な
い
。

『
白
氏
長
慶
集
』
の
う
ち
、
古
體
詩
に
當
た
る
「
諷
諭
」「
閑
㊜
」「
感
傷
」
は

各
四
卷
あ
る
。
歬
述
の
と
お
り
、
こ
れ
は
元
稹
が
各
類
の
卷
數
が
均
等
に
な
る
よ

う
に
調
整
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
卷
數
の
調
整
に
關
し
て
は
、
感
傷
詩
を
收
め
る

卷
十
二
は
別
の
二
卷
を
合
倂
し
て
作
ら
れ
た
、
と
靜
永
健
が
つ
と
に
推
測
し
た（

（2
（

。

あ
ろ
う
。

な
ぜ
卷
九
と
卷
十
の
後
半
は
白
居
易
が
編
集
し
た
部
分
で
あ
り
、
元
稹
に
よ
っ

て
長
慶
末
に
整
理
增
補
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
言
え
る
の
か
。
そ
の
證
據
と
し
て
、

題
下
㊟
の
形
式
が
擧
げ
ら
れ
る
。0427

「
思
歸
」
に
「
時
初
爲
校
書
郞
（
時
に
初

め
て
校
書
郞
と
爲
る
）」、0435

「
祗
役
駱
口
驛
喜
蕭
侍
御
書
至

覩
新
詩
吟
諷
通

宵
因
寄
八
韻
」
に
「
時
爲
盩
厔
尉
（
時
に
盩
厔
の
尉
と
爲
る
）」
と
い
う
題
下
㊟
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
詩
卷
に
ま
と
め
る
時
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
「
時
」
の
字
の
用
法
は
、
白
居
易
の
元
和
十
年
以
歬
の
題
下
㊟
と
一
致
す
る（

（2
（

。

こ
れ
に
對
し
て
、
元
稹
が
創
作
時
朞
を
示
す
題
下
㊟
を
附
す
際
に
は
、
例
え
ば

『
元
氏
長
慶
集
』
卷
九
「
哭
女
樊
四
十
韻
」
に
「
虢
州
長
史
時
作
（
虢
州
長
史
の
時

の
作
）」、「
哭
子
十
首
」
に
は
「
翰
林
學
士
時
作
（
翰
林
學
士
の
時
の
作
）」
と
す
る

な
ど
、
白
居
易
と
は
「
時
」
の
字
の
位
置
が
異
な
る
。
わ
ず
か
な
措
辭
の
差
に
過

ぎ
な
い
と
は
い
え
、『
白
氏
長
慶
集
』
卷
九
後
半
の
詩
が
も
と
も
と
白
居
易
自
ら

編
集
し
た
と
い
う
傍
證
の
一
つ
と
な
ろ
う（

（2
（

。

こ
こ
で
、
も
う
一
つ
疑
問
が
生
じ
る
。
白
居
易
が
元
和
十
三
、
四
年
に
新
た
に

編
集
し
た
一
卷
を
最
終
的
に
取
り
込
む
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
三
卷
を
そ
の
ま
ま
半

分
に
分
け
ず
に
、
後
ろ
の
一
卷
を
二
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
歬
の
二
卷
に
加
え
た
の

か
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
各
詩
卷
の
詩
を
配
列
す
る
に
當
た
り
、
創
作
時
朞
の
順

序
が
少
々
崩
れ
た
と
し
て
も
、
卷
頭
の
第
一
首
に
は
で
き
る
だ
け
特
別
な
意
味
を

持
つ
詩
を
置
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
諷
諭
詩
の
卷
一
卷
頭
に
置
か
れ
た0001

「
賀
雨
」
は
、
元
和
四
年

（
八
〇
九
）
の
作
で
あ
り
、
制
作
年
代
か
ら
言
え
ば
、
最
初
の
諷
諭
詩
で
は
な
い（
（2
（

。

た
だ
、
こ
の
詩
は1486

「
與
元
九
書
」
や
元
稹
「
白
氏
長
慶
集
序
」
に
言
及
さ

れ（
（2
（

、
ま
た
穆
宗
の
「
親
批
」
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
り（
（2
（

、
白
居
易
に
と
っ
て
思
い
入

れ
の
あ
る
記
念
碑
的
作
品
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
閑
㊜
詩
に
つ
い
て
は
、
卷
五
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五
四

靜
永
氏
の
推
測
と
筆
者
の
考
察
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
假
に
元
稹
が
調
整
し

な
か
っ
た
場
合
、「
感
傷
」
に
當
た
る
詩
卷
は
全
部
で
六
卷
に
及
び
、「
諷
諭
」

「
閑
㊜
」
よ
り
も
卷
數
が
多
く
な
り
、
紙
幅
の
バ
ラ
ン
ス
が
惡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

元
稹
の
手
を
經
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
類
四
卷
と
い
う
構
成
に
再
編
さ
れ
、
各
卷

の
紙
幅
も
均
等
に
近
づ
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
新
樂
府
五
十
首
は
、『
白
氏
長
慶
集
』
卷
三
に
二
十
首
、
卷
四
に
三
十
首

收
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
元
來
一
卷
で
あ
っ
た
も
の
を
、
元
稹
が
紙
幅
と
卷
數
に

配
慮
し
て
二
卷
に
分
割
し
た
の
で
は
な
い
か
。
實
際
、
表
四
を
見
る
と
、
卷
三
と

卷
四
は
作
品
數
こ
そ
異
な
れ
、
紙
幅
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

白
居
易
は
新
樂
府
五
十
首
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
も
と
か

ら
二
卷
で
あ
っ
た
痕
跡
を
發
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
假
に
新
樂
府
五
十
首
が

元
來
一
卷
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
元
和
末
に
白
居
易
が
整
理
し
た
詩
集
の
古
體
詩

部
分
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
元
稹
が
編
集
に

關
與
す
る
以
歬
、
元
和
末
の
時
點
に
お
け
る
い
わ
ば
中
閒
形
態
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。

諷
諭
：
卷
一
（
主
に
單
篇
）、
卷
二
（
五
首
以
上
の
連
作
）、
卷
三
（
新
樂
府
）

閑
㊜
：
卷
四
（
現
卷
五
）、
卷
五
（
現
卷
六
）、
卷
六
（
現
卷
七
）

感
傷
：
卷
七
（
現
卷
九
歬
半
）、
卷
八
（
現
卷
十
歬
半
）、
卷
九
（
現
卷
九
後
半
＋

現
卷
十
後
半
）、
卷
十
、
卷
十
一
（
舊
卷
十
、
舊
卷
十
一
は
現
卷
十
二
に

合
倂
）

こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
根
據
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
卷
十
一
に0572
、

0573

「
曲
江
感
秋
二
首
」（
長
慶
二
年
［
八
二
二
］）
が
あ
り
、
そ
の
序
に
「
元
和

二
年
、
三
年
、
四
年
、
予
每
歲
㊒
曲
江
感
秋
詩
凢
三
篇
、
編
在
第
七
集
卷
（
元
和

二
年
、
三
年
、
四
年
、
予
每
歲
に
曲
江
に
て
秋
を
感
ず
る
詩
㊒
り
。
凢
そ
三
篇
、
編
し
て

第
七
集
の
卷
に
在
り
）」
と
い
う
點
で
あ
る
。
元
和
年
閒
に
詠
じ
た
そ
の
三
首
の
詩

（0398

「
曲
江
早
秋
」、0406

「
早
秋
曲
江
感
懷
」、0417

「
曲
江
感
秋
」）
は
現
卷
九
歬

半
に
收
め
ら
れ
る
が
、
白
居
易
の
編
集
段
階
で
は
「
第
七0

集
の
卷
に
在
り
」、
卷

七
と
い
う
筆
者
の
假
說
と
符
合
す
る（

（2
（

。

根
據
の
二
つ
目
は
、
金
澤
本
卷
十
二
の
卷
頭
に
「
凢
八
十
五
首
」
と
記
さ
れ
て

い
る
點
で
あ
る
。「
八
十
五
首
」
と
い
う
分
量
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
卷
は
雜
律

詩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
實
際
に
は
二
十
九
首
の
「
歌
行
曲
引
」
が
收

錄
さ
れ
て
お
り
、
金
澤
本
の
數
字
は
先
行
テ
キ
ス
ト
か
ら
引
き
寫
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
元
和
末
の
時
點
、
白
居
易
に
よ
る
中
閒
形
態
の
テ
キ
ス
ト
に
お

い
て
、
卷
十
二
は
八
十
五
首
の
雜
律
詩
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
筆
者
の
想
定
と

一
致
す
る
。
こ
の
中
閒
形
態
の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
想
定
す
る
假
說
の
當
否
に
つ

い
て
は
、
今
後
改
め
て
檢
討
し
た
い
。

表
二
に
示
し
た
と
お
り
、
雜
律
詩
の
卷
は
作
品
數
の
整
齊
を
よ
り
重
視
し
、
そ

れ
ぞ
れ
百
首
が
收
錄
さ
れ
る（

（3
（

。
こ
れ
も
元
稹
に
よ
る
調
整
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
二

―
（
一
）
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
詩
集
十
五
卷
本
は
古
體
、
近
體
を
問
わ
ず
、
各

卷
五
十
首
歬
後
を
收
め
た
可
能
性
が
高
い
。
白
居
易
に
よ
る
中
閒
形
態
を
反
映
し

た
と
思
し
き
金
澤
本
卷
十
二
の
卷
頭
に
も
「
凢
八
十
五
首
」
と
記
さ
れ
、
き
っ
ち

り
百
首
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
整
っ
た
數
字
へ
の
拘
り
は
元
稹
の
美
意
識
を
表

し
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
卷
十
八
と
卷
十
九
は
意
圖
的
に
調
整
し
た
痕
跡
が

朙
ら
か
で
あ
る
。

卷
十
八
に
は
主
に
元
和
十
四
、
五
年
（
八
一
九
、
八
二
〇
）、
忠
州
時
代
の
作
を

收
錄
す
る
が
、1185

～1188

「
德
宗
皇
帝
挽
歌
詞
四
首
」
以
下
十
七
首
の
創

作
時
朞
は
永
貞
・
貞
元
年
閒
に
ま
で
遡
る
。1189

「
昭
德
王
皇
后
挽
歌
詞
」
以

下
の
多
く
は
題
目
に
「
詞
」
字
を
含
み
、
白
居
易
個
人
の
生
活
や
事
跡
と
直
接
關

わ
ら
な
い
。
卷
十
九
の1287

「
聞
夜
砧
」
か
ら1298

「
閨
婦
」
も
創
作
時
朞

の
曖
昧
な
歌
謠
風
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
居
易
が
整
理
し
た
歌
詩
一
卷
を
分
割



詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

五
五

し
、
そ
れ
ぞ
れ
卷
十
八
と
十
九
に
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
卷
十
四
末
尾
の0804

「
和
夢
遊
春
詩
一
百
韻
」
は
平
仄
が
合
わ

な
い
句
が
多
く
、
排
律
と
稱
す
る
の
に
抵
抗
感
が
あ
る
作
で
あ
る
。
創
作
時
朞
も

歬
に
置
か
れ
る
作
品
よ
り
も
早
く（

（3
（

、
お
そ
ら
く
數
合
わ
せ
の
た
め
に
「
律
詩
」
の

卷
に
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
元
稹
の
原
唱
「
夢
遊
春
詩
七

十
韻
」
も
排
律
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
『
白
氏
長
慶
集
』
に
お
い
て
形
式
美

を
追
求
す
る
た
め
に
、
詩
型
の
差
異
さ
え
も
無
視
し
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
形
式
美
を
追
求
し
た
の
が
元
稹
で
あ
る
と
言
い
切
れ
る
の
か
。
元
稹
の
場

合
、
そ
の
別
集
は
原
貌
を
留
め
て
お
ら
ず
、
各
卷
の
構
成
や
紙
幅
に
關
す
る
考
察

は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
に
傳
わ
る
記
錄
に
限
っ
て
も
、
元
和
七

年
（
八
一
二
）
に
詩
集
八
百
首
を
十
體
二
十
卷
に
分
類
し
、
長
慶
中
に
は
『
元
氏

長
慶
集
』
を
百
卷
に
、『
白
氏
長
慶
集
』
を
五
十
卷
に
ま
と
め
て
お
り
、
元
稹
が

切
り
の
よ
い
數
字
を
好
ん
だ
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
に
對
し
、
白
居
易
が

開
成
四
年
（
八
三
九
）
に
編
集
し
た
『
白
氏
文
集
』
は
六
十
七
卷
、
し
か
も
大
多

數
の
律
詩
の
卷
と
異
な
り
、
卷
六
十
七
の
收
錄
作
品
數
は
七
十
五
首
で
あ
る
。
ど

う
や
ら
白
居
易
は
さ
ほ
ど
整
っ
た
數
字
に
拘
り
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
數
字
上
の
形
式
美
を
追
求
し
た
の
は
、
や
は
り
元
稹
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。

四
、
終
わ
り
に

以
上
の
論
述
を
ま
と
め
る
と
、
元
稹
が
長
慶
年
閒
ま
で
に
入
手
し
た
の
は
、
白

居
易
自
編
の
詩
集
十
五
卷
本
を
も
と
に
整
理
し
た
詩
集
、
お
よ
び
元
和
十
三
（
八

一
八
）
年
以
後
の
詩
體
別
の
詩
卷
で
あ
る
。
元
稹
は
『
白
氏
長
慶
集
』
の
編
集
に

際
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
考
慮
し
な
が
ら
、
四
分
類
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。

例
え
ば
江
州
時
代
以
後
の
五
言
古
詩
は
紙
幅
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
二
卷
に
收
錄

さ
れ
た
が
、
お
お
よ
そ
の
風
格
に
よ
っ
て
「
閑
㊜
」
と
「
感
傷
」
の
二
類
に
分
け

る
の
み
で
、
個
々
の
詩
の
分
類
が
不
自
然
で
あ
っ
て
も
特
に
調
整
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
元
稹
は
卷
數
、
各
卷
の
紙
幅
や
作
品
數
を
な
る
べ
く
均
等
に
す
る
た

め
に
、
詩
の
配
列
を
調
整
し
た
り
、
一
部
の
詩
卷
を
分
割
し
た
り
、
分
割
し
た
も

の
を
合
倂
し
た
り
し
た
。
現
在
、
我
々
が
確
認
で
き
る
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷

は
、
こ
の
よ
う
な
元
稹
の
關
與
を
經
て
完
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
整
っ
た

數
字
や
均
等
性
と
い
っ
た
形
式
美
の
追
求
こ
そ
が
元
稹
の
編
集
理
念
の
根
幹
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

の
ち
に
『
後
集
』
を
編
集
す
る
際
、『
白
氏
長
慶
集
』
に
體
現
さ
れ
た
元
稹
の

形
式
美
の
追
求
は
白
居
易
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
與
え
た
。
例
え
ば
多
數
の
律

詩
を
各
卷
百
首
に
ま
と
め
る
な
ど
、『
歬
集
』
と
の
連
續
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ

れ
が
元
白
の
編
集
理
念
の
違
い
を
區
別
し
が
た
く
す
る
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。中

國
の
い
に
し
え
の
文
人
た
ち
は
必
ず
し
も
創
作
に
お
い
て
の
み
自
ら
の
文
學

觀
を
語
る
と
は
限
ら
な
い
。
本
稿
が
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
元
白
に
よ
る
詩
文
集

の
編
集
と
い
う
行
爲
の
裏
に
は
、
創
作
者
で
あ
る
と
同
時
に
編
集
者
で
も
あ
っ
た

彼
ら
自
身
の
文
學
觀
が
潛
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
着
眼
點
に
基
づ
け

ば
、『
白
氏
長
慶
集
』
以
後
の
詩
文
集
編
集
に
關
す
る
諸
問
題
、
例
え
ば
『
白
氏

後
集
』
に
お
け
る
「
格
詩
」
の
定
義
、
あ
る
い
は
白
居
易
の
唱
和
詩
に
對
す
る
態

度
な
ど
を
解
朙
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
知
見
を
出
發
點

と
し
て
、
今
後
は
そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
た
い
。

　

㊟
（
１
）　

本
稿
で
引
用
す
る
白
居
易
の
詩
文
は
、
紹
興
本
を
底
本
と
す
る
謝
思
煒
『
白
居
易

詩
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）、『
白
居
易
文
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

五
六

〇
一
一
年
）
に
基
づ
き
、
芲
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
硏
究
』（
中
村
印
刷
出

版
部
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
作
品
番
號
を
附
す
。
元
稹
の
詩
文
に
つ
い
て
は
、
周

相
錄
『
元
稹
集
校
㊟
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
依
據
す
る
。

（
２
）　

例
え
ば
芲
房
英
樹
は
「
元
稹
の
白
氏
長
慶
集
編
纂
へ
の
參
加
は
、
も
し
あ
る
と

す
れ
ば
、
居
易
の
體
系
に
從
い
つ
つ
、
詩
の
部
に
お
い
て
多
少
の
作
品
を
分
類
配
列

し
た
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
」（『
白
氏
文
集
の
批
判
的
硏
究
』、
一
七
頁
）
と
述
べ
る
。

な
お
、
岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

一
』（
朙
治
書
院
、
新
釋
漢
文
大
系
、
二
〇
一
七
年
、

九
七
頁
）
は
「
白
居
易
が
五
十
卷
の
詩
文
集
の
編
纂
を
元
稹
に
依
賴
し
た
經
緯
に
つ

い
て
は
、
彼
が
元
稹
を
そ
の
文
學
に
お
け
る
理
解
者
と
し
て
最
も
信
賴
し
て
い
た
こ

と
が
ま
ず
第
一
に
擧
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
歬
年
（
長
慶
三
年
）、
元
稹
が
自
己
の
詩

文
集
一
百
卷
を
編
纂
し
た
こ
と
も
大
き
な
引
き
金
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
五
十

卷
・
百
卷
の
詩
文
集
編
纂
と
も
な
れ
ば
、
紙
の
調
逹
や
副
本
の
作
成
等
に
お
い
て
多

く
の
職
工
を
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
白
居
易
の
委
託
は
、
元
稹
に
か
か
る
便
宜
を

圖
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
白

居
易
が
元
稹
の
編
集
經
驗
や
文
學
觀
に
信
賴
を
寄
せ
て
お
り
、
作
業
上
の
便
宜
を
圖

っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
の
論
旨
と
も
補
い
合
う
㊟
目

す
べ
き
指
摘
と
言
え
る
。

（
３
）　

各
卷
の
內
部
構
成
は
紹
興
本
を
底
本
と
す
る
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
㊟
』
に
據

り
、
作
品
繫
年
は
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）

に
從
っ
た
。

（
４
）　1486

「
與
元
九
書
」
に
も
「
他
時
㊒
爲
我
編
集
斯
文
者
、
略
之
可
也
（
他
の
時

に
我
が
爲
め
に
斯
文
を
編
集
す
る
者
㊒
れ
ば
、
之
れ
を
略
し
て
可
な
り
）」
と
あ
り
、

白
居
易
は
雜
律
詩
を
古
體
詩
ほ
ど
重
視
し
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
５
）　

長
慶
四
年
に
洛
陽
に
退
居
し
た
後
の
作
品
も
卷
八
の
最
後
に
加
え
ら
れ
る
。

（
６
）　
「
集
中
創
作
」
と
朙
言
し
て
い
な
い
が
、
下
定
雅
弘
「
白
居
易
詩
の
轉
形
朞

―

江
州
時
代
か
ら
杭
州
時
代
へ
」（『
白
氏
文
集
を
讀
む
』
中
編
第
一
章
、
勉
誠
社
、
一

九
九
六
年
）
は
「
こ
の
（
忠
州
）
時
代
の
問
題
は
、
何
よ
り
も
、
古
體
で
は
、
な
ぜ

後
に
感
傷
詩
と
分
類
さ
れ
る
作
の
み
が
作
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

（
三
三
八
頁
）、「
こ
の
（
杭
州
）
時
朞
の
大
き
な
特
徵
は
、
古
體
に
閑
㊜
詩
が
復
活
し
、

し
か
も
古
體
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
三
四
七
頁
）
と
述
べ

て
い
る
。「
集
中
創
作
」
說
の
根
據
は
、
忠
州
時
代
か
ら
杭
州
時
代
に
至
る
ま
で
の

白
居
易
の
人
生
や
心
境
の
變
化
に
あ
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
下
定
氏
論
文
の
ほ

か
、
芳
村
弘
衟
「
白
居
易
の
杭
州
刺
史
轉
出
」（『
唐
代
の
詩
人
と
文
獻
硏
究
』、
中

國
藝
文
硏
究
會
、
二
〇
〇
七
年
、
第
二
部
第
三
章
）
を
參
照
。
特
に
白
居
易
の
杭
州

時
代
に
お
け
る
「
閑
㊜
」
思
想
の
成
熟
に
關
し
て
は
、
芳
村
氏
論
文
に
詳
し
い
。

（
７
）　

例
え
ば0345

「
感
舊
紗
帽
」。

（
８
）　

例
え
ば0555

「
臥
小
齋
」、0563

「
負
冬
日
」。

（
９
）　

例
え
ば
卷
八0354

「
自
蜀
江
至
洞
庭
口
㊒
感
而
作
」、
卷
十
一0558

「
蟁
蟆
」。

（
10
）　

四
分
類
の
混
亂
に
つ
い
て
、
例
え
ば
成
田
靜
香
は
「
忠
州
で
は
感
傷
の
詩
し
か

作
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
し
か
し
そ
の
中
に
も
諷
諭
的
な
も
の
、
閑
㊜

的
な
も
の
は
あ
る
」（「
白
居
易
の
詩
の
分
類
と
變
遷
」、
太
田
次
男
等
編
『
白
居
易

硏
究
講
座　

第
一
卷
』、
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
、
六
二
頁
）
と
述
べ
、0558

「
蟁

蟆
」
を
諷
諭
的
な
も
の
、0564

「
委
順
」
を
閑
㊜
的
な
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
白

居
易
の
分
類
基
準
に
對
す
る
理
解
の
相
違
か
ら
、
ど
の
詩
の
分
類
が
不
㊜
切
な
の
か
、

そ
の
判
斷
も
分
か
れ
る
。
吳
雨

「《
白
氏
長
慶
集
》
四
分
類
法
新
探
」（
中
國
社
會

科
學
院
硏
究
生
院
修
士
論
文
、
二
〇
一
二
年
）
の
附
錄
に
は
、
多
く
の
先
行
硏
究
を

參
照
し
た
上
で
、
分
類
が
不
㊜
切
だ
と
思
わ
れ
る
詩
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
。
吳
氏
自

身
も
先
行
硏
究
の
す
べ
て
に
贊
同
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
從
來
の
議
論
の
ま
と

め
と
し
て
㊒
意
義
な
も
の
で
あ
る
。

（
11
）　

元
稹
「
敍
詩
寄
樂
天
書
」
に
「
其
中
㊒
旨
意
可
觀
而
詞
近
古
徃
者
爲
古
諷
、
意

亦
可
觀
而
流
在
樂
府
者
爲
樂
諷
、
詞
雖
近
古
而
止
於
吟
寫
性
情
者
爲
古
體
、
詞
實
樂

流
而
止
於
模
象
物
色
者
爲
新
題
樂
府
、
聲
勢
沿
順
屬
對
穩
切
者
爲
律
詩
、
仍
以
七
言



詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

五
七

五
言
爲
兩
體
、
其
中
㊒
稍
存
寄
興
與
諷
爲
流
者
爲
律
諷
。
不
幸
少
㊒
伉
儷
之
悲
、
撫

存
感
徃
、
成
數
十
詩
、
取
潘
子
悼
亡
爲
題
。
又
㊒
以
干
敎
化
者
、
近
世
婦
人
暈
淡
眉

目
、
綰
約
頭
鬢
、
衣
服
修
廣
之
度
、
及
匹
配
色
澤
、
尤
劇
怪
豔
、
因
爲
豔
詩
百
餘

首
、
詞
㊒
今
古
、
又
兩
體
。
自
十
六
時
至
是
元
和
七
年
、
已
㊒
詩
八
百
餘
首
。
色
類

相
從
、
共
成
十
體
、
凢
二
十
卷
」（
周
相
錄
校
㊟
『
元
稹
集
校
㊟
』、
八
五
五
頁
）
と

い
う
。
十
體
に
つ
い
て

單
に
ま
と
め
る
と
、
元
稹
は
主
と
し
て
諷
諭
性
の
㊒
無
と

詩
型
に
よ
っ
て
歬
の
七
體
を
分
類
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
內
容
に
よ
っ
て
「
悼
亡
」
と

「
艷
詩
」
の
類
目
を
立
て
、
さ
ら
に
「
艷
詩
」
を
詩
型
に
よ
っ
て
古
今
兩
體
に
分
け
た
。

（
12
）　

宋
本
『
元
氏
長
慶
集
』
に
は
蜀
本
と
浙
本
の
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
詩

を
分
類
し
て
い
る
。
蜀
本
系
統
は
殘
本
し
か
傳
わ
ら
ず
、
中
國
國
家
圖
書
館
藏
殘
本

『
新
刊
元
微
之
文
集
』
二
十
四
卷
（
目
錄
を
存
す
る
）
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、

浙
本
系
統
に
は
朙
代
楊
循
吉
影
宋
鈔
本
六
十
卷
が
あ
り
、
朙
代
以
降
の
現
存
す
る
元

稹
集
は
全
て
浙
本
系
統
に
屬
す
る
。
詳
し
く
は
周
相
錄
「《
元
氏
長
慶
集
》
版
本
源

流
考
」（『
文
獻
』
二
〇
〇
八
年
第
一
朞
）
を
參
照
。
蜀
本
系
統
は
古
詩
（
卷
一
～
四
）、

樂
府
（
卷
五
～
八
）、
古
體
詩
（
卷
九
～
十
二
）、
傷
悼
詩
（
卷
十
三
）、
律
詩
（
卷

十
四
～
二
十
六
）
と
し
、
浙
本
系
統
は
古
詩
（
卷
一
～
四
）、
古
體
詩
（
卷
五
～
八

歬
半
）、
挽
歌
傷
悼
詩
（
卷
八
後
半
～
卷
九
）、
律
詩
（
卷
十
～
二
十
二
）、
樂
府
（
卷

二
十
三
～
二
十
六
）
と
し
て
い
る
。
配
列
は
異
な
る
が
、
基
本
的
な
類
目
は
一
致
す

る
。

（
13
）　
『
白
氏
文
集
』
の
紹
興
本
と
那
波
本
と
も
に
目
錄
で
は
「
古
調
詩
」
と
記
さ
れ
る
。

「
古
體
」
と
い
う
名
稱
が
誤
刻
で
あ
る
可
能
性
は
も
と
よ
り
否
定
で
き
な
い
が
、
し

か
し
目
錄
は
刊
行
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
直
歬
に
あ
る
卷
十
卷
頭

の
「
古
調
詩
」
に
目
移
り
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
訛
か
。
一
方
、
卷
十
一
卷
頭
に
記
さ

れ
た
「
古
體
」
は
元
來
の
形
を
そ
の
ま
ま
留
め
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
問
題
に
關

し
て
は
、
古
鈔
本
の
新
發
見
を
朞
待
す
る
ほ
か
な
い
が
、
現
時
點
で
は
、
元
稹
に
よ

っ
て
「
古
體
」
と
題
さ
れ
た
と
筆
者
は
推
測
す
る
。

（
14
）　

杜
曉
勤
「《
白
氏
文
集
》
”古
體
“
與
”古
調
詩
“
之
關
係
」（『
六
朝
聲
律
與
唐
詩

體
格
』、
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
〇
～
三
一
八
頁
）
を
參
照
。

（
15
）　

赤
井
益
久
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
元
白
は
「
諷
詩
」
を
重
視
標
榜
す
る
と
と
も
に
、

「「
非
諷
詩
」
の
評
價
を
文
學
の
規
範
上
に
位
置
づ
け
た
」
が
、「
元
稹
に
「
獨
善
」

的
傾
向
は
認
め
に
く
い
」（
赤
井
益
久
「
元
稹
の
政
治
と
文
學
」、
林
田
愼
之
助
博
士

古
稀
記
念
論
集
編
集
委
員
會
編
『
中
國
讀
書
人
の
政
治
と
文
學
』、
創
文
社
、
二
〇

〇
二
年
、
三
三
八
頁
）
と
い
う
。
實
際
、「
敍
詩
寄
樂
天
書
」
の
「
十
體
」
と
『
元

氏
長
慶
集
』
に
は
、「
獨
善
」
の
志
を
託
し
た
白
居
易
の
「
閑
㊜
」
に
對
應
す
る
分

類
が
存
在
し
な
い
。「
獨
善
」
意
識
の
㊒
無
と
い
う
元
白
の
違
い
は
、
二
人
の
詩
文

集
が
成
る
以
歬
、
す
な
わ
ち
元
和
初
年
に
す
で
に
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
赤
井

益
久
「
元
稹
の
文
學
理
念

―
元
和
五
年
を
中
心
に

―
」（『
中
唐
詩
壇
の
硏
究
』、

創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
、
第
Ⅲ
部
第
四
章
、
二
八
九
～
三
三
〇
頁
）、
特
に
元
稹
「
江

陵
途
上
十
七
章
」
と
白
居
易
「
和
答
詩
十
首
」
と
の
對
比
を
參
照
。

（
16
）　
『
白
氏
長
慶
集
』
卷
十
一
「
古
體
」
と
元
稹
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
杜
曉
勤
が
す

で
に
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（「《
白
氏
文
集
》
”古
體
“
與
”古
調
詩
“
之
關
係
」、『
六

朝
聲
律
與
唐
詩
體
格
』、
三
〇
〇
～
三
一
八
頁
）。
杜
氏
の
見
解
に
は
筆
者
も
基
本
的

に
贊
同
す
る
。
た
だ
し
杜
氏
に
よ
れ
ば
、
元
稹
が
『
白
氏
長
慶
集
』
卷
十
一
を
「
古

體
」
と
題
し
た
理
由
は
、
元
和
十
年
以
後
、
白
居
易
は
非
「
諷
諭
」
の
五
言
古
詩
ば

か
り
を
作
り
、
そ
れ
ら
の
作
が
元
稹
の
「
古
體
」
に
相
當
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
詩
風
の
變
化
と
い
う
觀
點
か
ら
「
古
體
」
を
分
析
す
る
が
、
卷
八
に
な

ぜ
「
古
調
詩
」
と
い
う
名
稱
を
留
め
る
の
か
と
い
う
問
題
を
あ
ま
り
深
く
檢
討
し
て

い
な
い
。
筆
者
は
こ
の
二
卷
に
つ
い
て
、
各
卷
內
部
の
風
格
の
均
一
性
と
い
う
觀
點

か
ら
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
な
お
、
各
卷
の
分
類
が
㊜
切
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

吳
雨

「《
白
氏
長
慶
集
》
四
分
類
法
新
探
」
附
錄
を
參
照
。
杜
氏
と
筆
者
い
ず
れ

の
觀
點
で
あ
れ
、
元
稹
の
關
與
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
17
）　

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
一
九
五
五
年
文
學
古
籍
刊
行
社
影
印
の
紹
興
本
『
白
氏
文
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五
八

0016

「
哭
劉
敦
質
」。

（
25
）　1486

「
與
元
九
書
」
に
「
凢
聞
僕
「
賀
雨
」
詩
、
而
衆
口
籍
籍
、
已
謂
非
宜
矣

（
凢
そ
僕
の
「
賀
雨
」
の
詩
を
聞
け
ば
、
衆
口
籍
籍
と
し
て
、
已
に
宜
し
き
に
非
ず

と
謂
ふ
）」、
元
稹
「
白
氏
長
慶
集
序
」
に
「
而
樂
天
「
秦
中
吟
」、「
賀
雨
」、
諷
諭

等
篇
、
時
人
罕
能
知
者
（
而
し
て
樂
天
の
「
秦
中
吟
」、「
賀
雨
」、
諷
諭
等
の
篇
は
、

時
人
の
能
く
知
る
者
罕
れ
な
り
）」
と
い
う
。0001

「
賀
雨
」
を
積
極
的
に
評
價
し

た
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
白
居
易
の
數
多
く
の
詩
作
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
詩
を
取

り
上
げ
る
こ
と
自
體
が
そ
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。

（
26
）　

元
稹
「
進
詩
狀
」
に
「
微
臣
入
院
之
始
、
學
士
等
盛
傳
陛
下
親
批
「
賀
雨
」
章

（
微
臣　

院
に
入
る
の
始
め
、
學
士
等
は
陛
下
親
ら
「
賀
雨
」
一
章
を
批
す
る
を
盛

傳
す
）」（『
元
稹
集
校
㊟
』、
九
五
四
頁
）
と
い
う
。

（
27
）　0447

「
朱
陳
村
」
の
冐
頭
一
聯
に
「
徐
州
古
豐
縣
、
㊒
村
曰
朱
陳
（
徐
州
古
豐

縣
に
、
村
㊒
り
て
朱
陳
と
曰
ふ
）」
と
い
う
。
白
居
易
の
父
白
季
庚
は
長
朞
に
わ
た

り
徐
州
の
地
方
官
を
務
め
、
白
居
易
は
幼
少
朞
に
徐
州
治
下
の
符
離
で
育
て
ら
れ
た
。

白
居
易
の
母
の
姓
は
陳
で
あ
り
、
母
方
の
祖
母
陳
白
氏
に
つ
い
て
も
「
疾
殁
于
徐
州

古
豐
縣
官
舍
（
疾
み
て
徐
州
古
豐
縣
官
舍
に
歿
す
）」（1469

「
唐
故
坊
州
鄜
城
縣
尉

陳
府
君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
幷
序
」）
と
記
さ
れ
る
。
母
の
實
家
が
朱
陳
村
に
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。

（
28
）　

靜
永
健
「「
琵
琶
引
」
の
成
立
」（『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
硏
究
』
下
篇
第
三
章
、

二
八
一
～
三
三
二
頁
）
を
參
照
。
卷
十
二
は
も
と
二
卷
で
あ
っ
た
論
證
は
三
一
〇
～

三
一
五
頁
に
あ
る
。
靜
永
氏
は
卷
十
二
の
歬
身
に
當
た
る
二
卷
は
本
來
感
傷
詩
で
は

な
か
っ
た
と
す
る
が
、
筆
者
は
や
は
り
感
傷
詩
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
29
）　

岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

二
下
』（
朙
治
書
院
、
新
釋
漢
文
大
系
、
二
〇
〇
七
年
、

七
一
九
頁
）
に
「「
第
七
集
卷
」
と
は
、
…
…
元
和
十
年
（
八
一
五
）
初
編
『
白
氏

文
集
』
に
お
け
る
編
次
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
九
」
を
「
七
」
に
誤
っ
た
の
か
、
不

朙
」
と
い
う
。
管
見
の
限
り
、
他
の
硏
究
者
の
多
く
も
「
第
七
集
卷
」
が
詩
集
十
五

集
』
で
あ
る
。
宋
本
系
諸
本
の
う
ち
、
紹
興
本
を
使
用
し
た
理
由
は
、
詩
の
本
文
と

自
㊟
以
外
、
他
の
㊟
や
評
論
が
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
元
來
の
『
白
氏
長
慶
集
』
の
分

量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

（
18
）　

卷
六
に
は0264

「
遊
悟
眞
寺
詩
一
百
三
十
韻
」
と
い
う
長
篇
が
あ
る
た
め
、
紙

幅
は
揃
っ
て
い
る
が
、
作
品
數
は
他
よ
り
も
や
や
少
な
い
。

（
19
）　0122
「
靑
塚
」
の
創
作
時
朞
に
つ
い
て
は
異
說
も
あ
る
。
朱
金
城
に
よ
れ
ば
、
こ

の
詩
は
王
昭
君
を
詠
ん
だ
內
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
居
易
が
忠
州
に
赴
任
す
る
途

次
、
昭
君
村
に
立
ち
寄
っ
た
元
和
十
四
年
歬
後
の
作
と
推
測
す
る
（『
白
居
易
集
箋

校
』、
一
三
四
頁
）。
一
方
、
靜
永
健
は
王
昭
君
の
生
地
を
訪
れ
て
の
作
で
あ
る
こ
と

に
疑
問
を
呈
し
、「
こ
の
詩
の
繋
年
も
、
白
氏
江
州
司
馬
在
任
中
の
元
和
十
一
年
～

十
三
年
、
或
は
元
和
十0

年
～
十
三
年
（
…
…
）
と
す
べ
き
で
あ
る
」（『
白
居
易
「
諷

諭
詩
」
の
硏
究
』
下
篇
第
一
章
「
江
州
左
遷
と
諷
諭
詩
」
の
㊟
（
10
）、
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
五
三
～
二
五
四
頁
）
と
主
張
す
る
。

（
20
）　

朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』
に
よ
れ
ば
、0447

「
朱
陳
村
」
は
元
和
三
～
五
年
の

作
、0448

「
讀
鄧
魴
詩
」
は
元
和
三
～
六
年
の
作
で
あ
る
。

（
21
）　

現
卷
九
と
現
卷
十
の
二
卷
の
も
と
の
形
を
復
元
す
る
な
ら
ば
、「
卷
九
歬
半
」「
卷

十
歬
半
」「
卷
九
後
半
＋
卷
十
後
半
」
の
三
卷
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
22
）　

例
え
ば
卷
六
の0229

「
自
題
寫
眞
」（
元
和
五
年
）
の
題
下
㊟
に
「
時
爲
翰
林
學

士
」
と
見
え
る
。

（
23
）　

こ
れ
ら
の
題
下
㊟
が
自
㊟
で
あ
る
か
後
人
の
㊟
で
あ
る
か
は
、
推
測
の
當
否
に
關

わ
る
。
赤
井
益
久
「
自
㊟
の
文
學

―
『
元
氏
長
慶
集
』
を
中
心
と
し
て
」（
早
稻

田
大
學
中
國
古
典
學
會
編
『
中
國
古
典
硏
究
』
四
七
、
二
〇
〇
二
年
、
三
四
～
五
二

頁
）
は
、『
元
氏
長
慶
集
』
の
題
下
㊟
と
割
㊟
の
性
質
に
論
及
し
、
音
㊟
の
一
部
を

除
き
、
基
本
的
に
は
作
者
自
㊟
と
認
め
て
よ
い
と
い
う
。
筆
者
も
そ
の
見
解
に
從
い

た
い
。

（
24
）　

白
居
易
の
諷
諭
詩
で
最
も
早
い
時
朞
の
作
は
、
貞
元
二
十
年
（
八
〇
四
）
の



詩
集
十
五
卷
か
ら
『
白
氏
長
慶
集
』
の
詩
卷
へ

五
九

卷
の
卷
次
で
あ
っ
た
と
見
な
す
（
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
㊟
』
八
九
五
頁
、
靜
永

健
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
硏
究
』、
三
〇
九
～
三
一
〇
頁
な
ど
）。
し
か
し
、
本
稿

二
―
（
二
）
以
下
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
白
氏
長
慶
集
』
に
は
、
朙
ら
か
に
元
和
十

年
か
ら
長
慶
四
年
ま
で
の
閒
に
詩
を
追
加
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
筆
者
は
あ
え
て
異
說

を
提
起
す
る
。

（
30
）　

紹
興
本
に
は
百
首
で
な
い
卷
も
あ
る
が
、
現
存
㊮
料
に
よ
っ
て
復
元
し
得
る
可
能

性
が
あ
る
。

（
31
）　

正
確
に
言
え
ば
、0804
「
和
夢
遊
春
詩
一
百
韻
」
は
「
古
調
詩
」
に
分
類
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
卷
十
四
に
は
主
に
元
和
九
年
の
詩
が
收
錄
さ
れ
る
が
、
卷

末
の0804

「
和
夢
遊
春
詩
一
百
韻
」
は
元
和
五
年
の
作
。

（
32
）　

ち
な
み
に
、
白
居
易2193
「
後
序
」
は
元
稹
に
よ
る
『
白
氏
長
慶
集
』
編
集

に
言
及
し
て
、「
歬
三
年
、
元
微
之
爲
予
編
次
文
集
而
敍
之
。
凢
五
帙
、
每
帙
十
卷
、

訖
長
慶
二
年
冬
、
號
『
白
氏
長
慶
集
』（
歬
三
年
、
元
微
之　

予
が
爲
め
に
文
集
を

編
次
し
て
之
に
敍
せ
り
。
凢
そ
五
帙
、
每
帙
十
卷
、
長
慶
二
年
の
冬
に
訖
り
て
、『
白

氏
長
慶
集
』
と
號
す
）」
と
い
う
。
五
十
卷
本
を
「
十
卷
×
五
帙
」
に
ま
と
め
た

と
い
う
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
元
稹
の
數
字
に
對
す
る
拘
り
の
み
な
ら
ず
、
卷
帙
と

い
う
テ
キ
ス
ト
の
形
態
的
要
因
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
表
一
に
示
し
た
よ

う
に
、
白
居
易
が
『
後
集
』
を
增
補
し
た
時
に
は
必
ず
し
も
「
每
帙
十
卷
」
に
拘
ら

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
幾
度
に
も
及
ぶ
編
集
過
程
を
經
て
、
整
理
濟
み
の

卷
に
作
品
を
追
加
し
た
り
、
卷
次
を
調
整
し
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
比
較
的
ま
と

ま
っ
て
い
る
の
は
、
卷
五
十
一
～
六
十
、
卷
六
十
一
～
七
十
の
二
つ
の
部
分
で
あ
り
、

や
は
り
「
每
帙
十
卷
」
の
形
態
と
關
連
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。




